
青色 と 黄色 を 混ぜ てで き た緑 色。「 苦 そう な まっ 茶 だ」と色 を 見て 味 を感 じる 子
ども も いれ ば、「き らき ら 輝く エ メラ ルド み たい 」と 色 を透 か して 見 るこ とで 、光
を感 じ る子 ど もも いま す 。子 ど もに よっ て 見方 ・ 感じ 方・ 捉 え方 は 多様 です 。 

図 画 工 作 科 の 授 業 で は 、 そ う し た 子 ど も の 感 性 を 大 切 に し な が ら 、 造 形 的 な創
造活 動 を通 し て豊 かな 情 操を 養 うこ とを 目 的と し てい ます 。 

自 分 自 身 や 仲 間 同 士 で 没 頭 し て つ く っ た り 、 感 じ 取 っ た り す る 活 動 を 計 画 的に
仕 掛 け 、 つ く り だ す 喜 び を 味 わ い 、 感 性 を 働 か せ て い る 子 ど も へ の 支 援 を し てい
きま し ょう 。 
 

 

子ども一人一人が持っている感性を大切にする  
○作品には、筆の運び方、色の重ね方、形の表し方等に子どもの思いや願いが表出します。

したがって、教師が子ども一人一人に寄り添い、子どもがどのような見方・感じ方等をし

ているか、子どもの思いや願いがどのように表現されているのかを的確に捉えることが大

切です。 

○子どもと対話することで、子どもが持っている見方・感じ方等をより確かに捉えることが

できます。対話によって気付いたことを基に、〔共通事項〕の視点から子どもの見方・感

じ方等を捉えることが適切な指導や支援につながります。 

○教師がデジタルカメラ等のＩＣＴ機器を活用して子どもの姿を捉えることにより、表現の

プロセスを把握しやすくなり、子どもが発揮している「発想や構想の能力」や「創造的な

技能」を具体的に捉えることができます。 
 
 

 

子ども自身が表したいことを心の中に思い描けるような支援を心掛ける 
○子どもの思いや願いをその子らしく発揮できるように、一人一人の興味・関心や発達の段

階に応じた支援を心掛けることが大切です。しかし、教師の思いが強すぎて、「教師が願

う作品」をつくらせている場合があります。子どもが感じたこと、表現したい主題を受け

止めた上でその子どもに必要な支援をするように心掛けましょう。 

○図工室にある様々な素材や画用紙等を、いつでも子どもが使えるように工夫して配置した

り、素材別に分かりやすくまとめておいたりして、子どもが表現したい主題を持って取り

組めるような環境を工夫することも大切です。 

 

 

系統的な題材構想により、豊かに感じたり、表現したりする力を身に付ける 
○子どもが進んで形や色、材料などに働き掛けながら、描いたりつくったりする「造形遊び」

を各学年や学校全体で意図的・計画的に位置付けることで、表現や鑑賞をより充実させる

ことができます。 

○題材を構想する際、「鑑賞－造形遊び－表現－鑑賞」というように、題材のつながりや活

動内容を工夫することが大切です。また、１時間の授業においては、豊かに感じたり、表

現したりする力を身に付けるため、｢習得から活用｣だけでなく、｢活用しながら習得｣とい

うように各学校で柔軟に取り組む必要があります。 

 

 
 

 

 

   

 

『 感性を働かせている子どもに寄り添い、想像力を豊かに発揮できる』授業 

■  ポイント １ 

■  ポイント ２ 

■  ポイント ３ 

【造形遊び】 
いろのマジック 

 

【表現】 

どろどろ絵の具 

-へんてこ島- 

【鑑賞】 

前
の
題
材 

混ぜる色の組み

合わせで色が変

わることや、混ぜ

る水の量によっ

て色が変わるこ

とに気付く 

色に対する面白

さを思い出しな

がら、どろどろの

絵の具の感触を

楽しんで表現す

る 

容器に入れた色

水を並べたり、積

んだりすること

で、色の重なりや

見え方の面白さ

に気付く 

次
の
題
材 

造形遊びと
のつながり
を考えた題
材の例 

デジタルカメラを活用することで、子どもの

活動の様子を記録として残しておけます。ま

た、子どもと一緒に画面を見ることで、表現
のプロセスを価値付けることもできます。 

〔共通事項〕アの色や形（緑色、

色を混ぜると色が変わる等）や、

〔共通事項〕イのイメージ（オレ

ンジジュース、めいろ等）を価値

付けていくことが大切です。〔共

通事項〕が、子ども同士のコミュ

ニケーションを活性化させるこ

とにつながります。 

授業者は、造形遊びの「いろのマ

ジック」で身に付けた力を、絵の

具に液体粘土を混ぜ、どろどろの

絵の具を手に付けて描く題材に

つなげています。「表現」「鑑賞」

をより充実させようと、題材のつ
ながりが意識されています。 

■  実践事例（小学校１年生） 



屏風 を 鑑賞 す る授 業で 感 じた こ とを 発表 す る場 面 にお いて 、「 紅 と白 が 並 べら れ
たこ と で、め でた さや 対 比を 感 じる 」「川 の 模様 か ら左 右の 屏 風の つ なが りを 感 じ
る」「日 本 美術 の 道 具は 、生活 や 自分 自身 を 豊か に して いる 」など 、子ど もが 関 わ
り 合 っ て い く こ と で 、 自 分 自 身 で は 思 い つ か な か っ た 新 た な 価 値 に 気 付 い た り、
周り の 意見 や 感想 をま と め、 新 たな 価値 を 創り 出 した りす る 姿が 見 られ ます 。 

美 術 科 の 授 業 で は 、 図 画 工 作 科 で 培 っ た 感 性 や 表 現 及 び 鑑 賞 の 基 礎 的 な 能 力を
基に 、 豊か な 情操 を養 う こと を 目的 とし て いま す 。 

上 記 で 示 し た 鑑 賞 活 動 の よ う に 、 子 ど も 同 士 が 主 体 的 に 感 性 を 高 め 合 う こ とが
でき る よう な 支援 をし て いき ま しょ う。 
 

 

生活の中の美術の働きを意識できるように支援する 
○美術科の授業では、人の生活や文化に果たす役割について気付く学習活動を意図的に仕掛

けながら、生涯にわたり主体的に関わっていく態度を育むことが大切です。 

○美術作品だけでなく、自然や身の回りの環境、事物も含め、幅広く鑑賞の対象と捉える必

要があります。さらには、表現と鑑賞を相互に関連させながら、形や色彩、材料等から、

それらの性質や感情、イメージといった〔共通事項〕を基に豊かに感じ取ったり、表現し

たりできるような支援が必要です。 
 

 

 

子ども一人一人が持っている感性を大切にする  
○作品には、自己の体験や経験が、色の重ね方、形の表し方等に表出します。したがって、

子どもの思いや願いがどのように表現されているのか、子どもが持っている見方・感じ方

等を教師がしっかりと捉える必要があります。 

○子どもが「何を感じ、何を考えてこのような表現をしたのだろう」と、子どもの思いに寄

り添うことが大切です。子どもの振り返りの記述や感想には、感性や技能等、支援のヒン

トが表れています。それを基にどのような支援が適切なのか考えていきましょう。 

○鑑賞活動では、説明や批評し合うといった言語活動を充実させましょう。他者の考えを聞

くことで考えが整理されたり、自分になかった視点や考えを持ったりすることにつながり

ます。また、〔共通事項〕の視点から鑑賞し合うことで、自分の中に新たな価値を見い出す

ことにつながります。 
 
 

 

子ども自身も美術文化の担い手であることを意識させる 
○美術活動を特定の人によるものと考えず、文化として大切にする心を育てましょう。 

自分の生き方との関わりで美術を捉え、鑑賞を深めることが大切です。 

○生活の中の美術は、今ある美術文化を継承することに加え、自分たちで創造していくもの

でもあることを伝えていく必要があります。よさや美しさを自分の中で大事な価値とし、

それらにあこがれる心を育てていきましょう。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

題材構想 

■第１時■ 

国宝「紅白梅図屏
風」を鑑賞しよう。
どんな美しさを発

見できるだろうか。 

■第２時■ 
代表的な日本の作

品を鑑賞して、日本
美術の造形的な特
徴を考えよう。 

■第３時■ 

日本の代表的な造
形要素である「模
様」を鑑賞し、よ

さや美しさを見つ
けよう。 

■第４・５時■ 
着物のデザインを
考えて、日本の美し

さを伝えよう。 
（アイデアスケッチ） 

■第６・７時■ 

着物の型の画用紙
に下描きしよう。 

■第８～11 時■ 
日本のよさや美し

さが伝わるような
色を考えて、着彩し
よう。 

■第 12 時■ 
お互いの作品を鑑

賞し、よさを話し
合おう。日本のよ
さはどんなところ
だろうか。 

『 子 ど も 同 士 が 主 体 的 に 感 性 を 高 め 合 う 』授 業 

■  ポイント １ 

■  ポイント ２ 

■  ポイント ３ 

 

前
の
題
材 

次
の
題
材 

 

■  実践事例（中学校１年生） 

日本美術を自分の生活

に置き換えて関わろう

とする意欲や態度が高

まった姿を価値付けよ
うとしています。 

自分の考えをワークシー

トに書く時間を十分確保

するとともに、対話により

子どもの思いを把握しよ

うと努めています。学級全

体で意見を共有すること

により、一人では気付けな

かった視点で鑑賞を深め
ることができています。 

「赤と白の対比」「川の模

様が続いている感じ」等、

〔共通事項〕の視点で鑑賞

することを、授業者は意識
しています。 


